
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九
、

植
付

品
種

 
も

ち
米

( 滋
賀

羽
二

重
) 

体
験

を
行

い
先

人
の

知
恵

と
苦

労
を

認
識

 

 

七
、

期
日

 
令

和
三

年
六

月
十

三
日

 
㈰

 

八
、

場
所

 
三

次
市

高
杉

町
 

二
七

七
八

 

九
、

植
付

品
種

も
ち

米
滋

賀
羽

二
重

を
行

う
こ

と
で

、
神

杉
地

区
に

お
け

る
稲

作

文
化

の
伝

統
を

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

追

体
験

を
行

い
先

人
の

知
恵

と
苦

労
を

認
識

第 １６
神

四
、

主
催

 
神

杉
地

区
自

治
会

連
合

会
 

五
、

主
管

 
第

一
六

回
神

杉
大

田
植

実
行

委
員

会
 

六
、

後
援

 
三

次
市

 

の
維

持
承

継
を

行
う

。
 

二
、

目
的

 

 
神

杉
三

大
行

事
の

ひ
と

つ
「

神
杉

大
田

植
」

１ ６回 
神杉大

 
⑸

手
植

え
面

積
の

縮
小

 

 
⑹

販
売

・
子

ど
も

コ
ー

ナ
ー

は
設

け
な

い
 

四
、

主
催

神
杉

地
区

自
治

会
連

合
会

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

対
策

を

取
り

な
が

ら
、

規
模

を
縮

小
し

、
伝

統
行

事

の
維

持
承

継
を

行
。

大田植

 
㈡

写
真

コ
ン

テ
ス

ト
は

行
わ

な
い

 

 
⑶

体
育

館
で

の
代

み
て

行
事

は
行

わ
な

い
 

 
⑷

交
流

田
植

え
は

行
わ

な
い

 

 
 
対
応
状
況
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。

 
小

し
て

次
の

要
項

に
よ

り
行

う
事

と
し

た
。

 

第
一
六
回
神
杉
大
田
植
開
催
要
項
 

一
、

方
針

 

植実行

望
に

寄
与

す
る

教
育

の
一

助
と

す
る

。
 

三
、

規
模

縮
小

の
概

要
 

 
㈠

外
部

広
報

は
行

わ
な

い
 

 
 

お
お
よ
そ
開
催
予
定
１
カ
月
前
を
目
途
 

 
 
に
、
感
染
者
の
発
生
動
態
に
基
づ
き
、
 

 
 
指
導
機
関
の
意
見
、
近
隣
地
域
の
活
動
 

大
田

植
」

の
開

催
に

向
け

、
実

行
委

員
会

を

立
ち

上
げ

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
例

年
の

規

模
で

の
開

催
は

困
難

と
判

断
し

、
規

模
を

縮

行委員

―1― 

る
場

と
し

、
併

せ
て

、
子

ど
も

達
へ

伝
承

す

る
こ

と
で

、
郷

土
愛

を
抱

い
て

将
来

へ
の

展

望
に

寄
与

す
る

教
育

の
一

助
と

す
る

。

十
一

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
お
け
 

 
 
る
開
催
判
断
に
つ
い
て
 

お
お
よ
そ
開
催
予
定
１
カ
月
前
を
目
途

つ
あ

る
コ

ロ
ナ

禍
の

も
と

、
先

般
二

月
九

日

に
神

杉
三

大
行

事
の

ひ
と

つ
で

あ
る

「
神

杉

大
田

植
」

の
開

催
に

向
け

、
実

行
委

員
会

を

員会始
す

る
こ

と
で

今
が

あ
る

こ
と

へ
の

感
謝

と
将

来
へ

の
「

夢
」

と
「

ビ
ジ

ョ
ン

」
を

創
造

す

る
機

会
と

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
絆

を
深

め

 
 
 
 
小

学
校

 
五

年
生

 
 

 
 

 
 

 
 

六
年

生
( 昨

年
中

止
の

た
め

) 

 
 
㈡

関
連

行
事

 
 

も
ち

米
予

約
受

付
 

 
多

く
の

皆
さ

ん
の

要
望

に
お

応
え

す
る

こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

昨
年

度
の

神
杉

大
田

植

か
ら

一
年

経
過

し
た

。
や

っ
と

沈
静

化
し

つ

始動 
す

る
こ

と
で

今
が

あ
る

こ
と

へ
の

感
謝

と
将

 
 

①
大

田
植

 

 
 

サ
ゲ

衆
 

十
名

 

 
 

早
乙

女
 

三
十

名
( 十

名
減

) 

小
学

校
五

年
生

多
く

の
皆

さ
ん

の
要

望
に

お
応

え
す

る
こ
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十
、
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行
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所属部会

圃場

イベント

兼

総務

総務

総務

圃場

総務

アトラクション

圃場

兼

イベント

サゲ

アトラクション

兼

サゲ

サゲ

兼

サゲ

サゲ

兼

サゲ

圃場

圃場

サゲ

事務

総務

アトラクション

圃場

広報

圃場

広報

総務

アトラクション

第１6回神杉大田植実行委員会

所　属

１区

２区

３区

４区

５区

６区上

6区下

氏　　　名

新　田　衆　治

大　高　大次郎

森　藤　孝　雄

小　田　義　則

井　上　寿　美

鈴　木　利　行

寺　岡　勝　之

所属部会

イベント

２２区

２３区

２４区

１８区

19区上

19区下

２０区

２１区

14区上

14区下

１５区

１６区

１７区

９区

１０区

１１区

１２区

１３区

７区

茅　野　美　穂

寺　本　　稔

東　場　秋　穂

横　永　利　明

山　森　龍　成

山　﨑　大　輔

前　原　時　男８区１

８区２

サゲ

広報

新　祖　光　敏

山　口  　　浄

有　田　新　治

河　野　誠一郎

梶　田　智恵美

肥　田　ゆかり

黑　郷　純　次

角　矢　活　人

佐　藤　祐　子

有　田　雅　俊

福　谷　  　博

中　　  庸　二

中　藤　博　文

小　玉　重　好

徳　政　  　剛

丸　岡　恒　晴

児　玉　祭　典

中　村　健　太

広　信　真　二

竹　廣　敏　秀

総務

アトラクション

圃場

広報

イベント

イベント

総務

加　藤　伸　樹

久　藤　ともえ

東　場　秋　穂

深　田　真規子

千　崎　由　博

平　岡　末　夫

倉　沢　亮　徳

黒　瀬　　洋

広報

総務

戸　田　博　敬

所　　属

地 区 社 協

女　性　部

老人クラブ連

小　学　校

JA東部支店

公　衛　協

交通安全協会

ボランティア

よいとこ振興
保存会

農 産 組 合

圃 場 権 者

イベント

圃場

氏　　　　名

松　田　敏　昭

松　田　敏　昭

山  崎  良  太

林　　　俊　之

前　原　　　豊

寺　本　　　稔

振興青年部

技能保持者

有志協力隊

自治会連合会

圃場

総務

イベント

圃場

広報

広報

サゲ

イベント

サゲ

イベント

広報

イベント

広報

イベント

久　保　　　誠

竹　口　実　男

日　高　康　雄

山　下　千　帆

実 行 委 員 長

副実行委員長

事務局長

事務局次長

内  藤  隆  弘

福　田　博　明

福　島　義　彦

山　根　雅　晴

三　原　和　美

戸　田　博　敬

草　川　千市郎

福　田　憲　二

広  信  勝  則

前　田　福　秀

向　井　一　彦

林　　　哲　則

中　藤　博　文

中　山　正　道

中　山　百　輔

林　　俊　之

山　崎　良　太

内　藤　隆　弘

新　祖　光　敏

専門部会

会　　  　長 有　田　雅　俊

庶　　　 務

有　田　新　治

河　野　誠一郎

梶　田　智恵美

事 　務 　局

令和３年度

井　上　寿　美

アトラクション 森　藤　孝　雄

副　部　長

山　﨑　大　輔

寺　岡　勝　之

福　田　憲　二

福　谷　　　博

部　　長

黒　　瀬　　　洋

新　田　衆　治

松　田　敏　昭

中　藤　博　文

山　森　龍　成

総務

イベント

圃場

サゲ

広報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ィ
セ

ン
タ

ー
改

築
運

動
に

も
ご

協
力

す
る

と
同

意
を

い
た
だ

い
た

。
 

す
。
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。
 

- ３ - 

 こ

対し

度を

に対

ただ

思い

の
地

へ
と

方
針

を
か

え

ず
、

早
期

に
跡

地
近

く
に

移
設

す
る
様

コ
ミ
ュ
ニ

テ

 
ま
た
、
今
年
の
卒
業
生
が
３
年
生
の
時

同
じ
作
業
で
植
菌
し
た
「
ほ
だ
木
」
を
卒

業
記
念
と
し
て
２
本
づ
つ
お
渡
し
し
ま

す
。
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。

JA 三次

この共済友の

対して毎年応援

度をもって解散

に対して左記の

ただきました。

思います。 

っ
た

。
遺
族

会
で

は
仮

設

状
態

の
地

か
ら
当
初
希

望

の
地

へ
と

方
針

を
か

え

校
校
舎
を
背
景
に
頑
張
り
ま
し
た
。
植
菌

さ
れ
た
ほ
だ
木
は
二
冬
越
し
た
春
に
「
シ

イ
タ
ケ
」
が
姿
を
現
す
そ
う
で
す
。
 

ま
た
、
今
年
の
卒
業
生
が
３
年
生
の
時

三次共済友の

共済友の会は長年に

毎年応援助成いただ

解散されるにあ

て左記の携帯用拡声

ました。屋外での行

ありがとうご

地
区
遺
族

会
( 会
長

 
小

田
義
則

) に
対

し
現
在

の

建
替

え
の
現
状

報
告

を
行

断
し
た
ほ
だ
木
に
電
動
ド
リ
ル
で
穴
あ

け
・
菌
駒
の
打
ち
こ
み
作
業
、
そ
し
て
、

集
積
場
へ
の
搬
送
と
２
時
間
余
り
小
学

校
校
舎
を
背
景
に
頑
張
り
ま
し
た
。
植
菌

の会より寄

長年に亘り、神

成いただいており

れるにあたり、自

帯用拡声器を２台

外での行事等に使

がとうございまし

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

改
築
問
題

を
、
３

月
１

日
( 月

) 神
杉

地
区
遺
族

会
会
長

小

会
は
２
月
１
５
日
(
月
)
小
学
校
３
年
生

１
７
名
を
迎
え
て
シ
イ
タ
ケ
植
菌
作
業

を
行
っ
た
。
事
前
に
約
９
０
㎝
余
り
に
切

断
し
た
ほ
だ
木
に
電
動
ド
リ
ル
で
穴
あ

寄贈 

神杉大田植に

おります。今年

、自治会連合会

を２台寄贈してい

等に使用したいと

いました。 

慰
霊
碑

移
設

現
状
報
告
 

先
月
掲
載

し
た

一
向

に

進
ま

な
い

神
杉

コ
ミ
ュ
ニ

 

尾
首
山
憩
い
の
森
づ
く
り
実
行
委
員

会
は
２
月
１
５
日
(
月
)
小
学
校
３
年
生

大田植に

す。今年

連合会

い

したいと

慰
霊
碑

移
設

現
状
報
告



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月

度

７

の

冬
枯

れ
の

竹
林

ば
か

り
賑

わ
い

て
 

  
 

 
  中

藤
 

博
文

 

手
づ

く
り

の
豆

ぶ
っ

つ
け

て
鬼

は
外

 
 

 
 

 広
川

テ
ル

子
 

月 27 日(土)

度初めての給

７５歳以上の

の給食サービ

 
ろ

う
梅

を
一

枝
包

み
母

訪
ね

 
 

 
 

 
 

 
 田

原
 

洋
子

 

冬
枯

れ
の

竹
林

ば
か

り
賑

わ
い

て
中

藤
博

文

) 減少傾向

ての給食サービス

以上の高齢者世帯

サービスを皆さん

 
初

孫
の

す
こ

や
か

祈
り

年
迎

う
 

 
 

 
 

 
 加

藤
 

茂
夫

 

梅
一

枝
包

み
母

訪
ね

田
原

洋
子

減少傾向のコロナ禍

サービスを行った。

世帯等９５名の

を皆さん喜んでくだ

山
脈
俳

句
会

《
二

月
》

 

禍において、

行った。対象者は地

９５名の方々です。

んでくださいました

お
弁
当
を
お
持
ち
し
ま
し
た

」
 

え
ま

す
。
有

難
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
後

輩
の

活
躍

を
祈

り
ま

す
。
 

康
 

- 4 - 

 

３月 
10 日
11 日
   
12 日
14 日
15 日
16 日
   
17 日
18 日
   
19 日
21 日
22 日
23 日
25 日
   
26 日
29 日
30 日

４月 
1 日(
2 日(
5 日(
6 日(
7 日(
8 日(

３

、今年

象者は地区内

久々

いました。 

「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
 

け
し

、
仲

間
に

助
け

て
も

ら
っ

た
。
こ

れ
か

ら
は

地
区

住
民

の
一

員
と

し
て

参
画

さ
せ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。
有

難
う

ご
ざ

匿
 

名
 
様

 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て
衷
心

よ
り
厚

く
お

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
(水) 広報紙
(木) 神老連

     大田植
(金) 社会福
(日) 一斉清
(月) 社交ダ
(火) 三味線

     大田植
(水) 書道講
(木) パソコ

     民児協
(金) ネット
(日) グラウ
(月) 文化生
(火) 舞踊 
(木) 大正琴

     大田植
(金) 生花講
(月) 社交ダ
(火) 三味線

 
木)パソコン
金)パッチワ
月)社交ダン
火)三味線講
水)会計監査
木)よいとこ

３月・４

に
自

治
連

で
は

こ
の

「
た

よ
り

」
作

成
に

携
わ

り
不

得
意

な
「

文
章

」
と

格
闘

し
皆

さ
ん

に
随

分
迷

惑
を

お
か

け
し

、
仲

間
に

助
け

て

寄
付

が
寄

せ
ら
れ

ま
し

た
。

 

《
一

般
寄

付
》

 

匿
様

広報紙配布 ・公
神老連体力測定 
大田植正副部長会
社会福祉部会 
一斉清掃 
社交ダンス 
三味線講座 ・ス
大田植総務部会 
書道講座 
パソコン講座 
民児協神杉班会議
ネットワーク会議

ウンドゴルフ
文化生涯学習部会

 三味線 
大正琴 絵手紙講
大田植実行委員会
生花講座 
社交ダンス 
三味線 ・よいと

パソコン講座 
パッチワーク講座 
社交ダンス 
三味線講座 
会計監査 ・書道講
よいとこ総会 

月の行

れ
ば

集
落

支
援

員
、
事

務
局

員
と

５
年

間
に

わ
た

り
務

め
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。
特

に
自

治
連

で
は

こ
の

神
杉

地
区
社

会
福
祉

協
議

会
へ

令
和

三
年

二

月
一

日
か

ら
同

月
末

日
ま

で
に

、
次

の
方

か
ら

ご

・公衆衛生生活
 ・大正琴講

副部長会議 

・スポーツ振興
 

・俳句講座 
杉班会議 
ーク会議・パッチワ

ゴルフ月例会 
学習部会 

絵手紙講座 
行委員会 

・よいとこ理事会 

 

書道講座 

月の行事予定

  
 

 
 

 
 

 
幸

い
に

も
こ

の
自

治
連

に
後

輩
が

入
っ

て
く

れ
た

。
ふ

り
か

え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

衛生生活安全部会 
大正琴講座 

ーツ振興部会 

 

パッチワーク講座 

 

事予定 

愛
の

灯
 

編
集

後
記

 

 

 


